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2022 年 5 月以降，OIM L デジタル化タスクグルー

プ（OIM L DTG）は，デジタル時代における 01M L 
の将来の定義及び準備を支援している。DTG は，BIM 
L 及び CIM L 理事会とともに，法定計量におけるデジ

タル化の話題について議論するため， 2023 年 10 月 
16 日に 1 日セミナーを開催した。この記事は、セミナ

ーで提起された点を紹介し、デジタル化に向けた最初の

結論について議論する。 

DTGのこれまでの活動と今後予定されている活動

を概説し、国際的な科学・品質基盤におけるより

広範なデジタル化のプロセスの中にそれらを位置づ

ける。 
 

 
1 はじめに：用語、ボキャブラ

リー、DTGの役割 

 
ガートナー用語集」では、「デジタル化」を「次のよ 
うなプロセス」と定義している。 
ビジネス・コンサルティング会社ガートナーは、

デジタル時代におけるOI M Lの未来に向けたステッ

プの結論を可能にするために、OIM Lの視点から解釈

する必要がある。つまり、条約や覚書に基づく国際組

織としてのOIM Lにとって、「ビジネスモデル」が何

を意味するのかを明らかにする必要がある。同様に，

この解釈及び議論は，OIM L 加盟国，法定計量の利害

関係者，及び国際品質インフラストラクチャ のす

べての柱の中で行われている。 
OIM L DTGは、デジタル化から生じる多くの疑問や

課題に取り組み、OIM Lを支援し、OIM Lとそのメンバ

ーにとっての潜在的利益を調査するために、2022年
に設立された。最初のDTG会議では、基本的な語彙

と用語の共通理解を深める必要があるとの結論が迅

速に出された。この観点から、DTGは他の01M Lプ
ロジェクトグループ（PG）や委員会で行われている

ボキャブラリー関連の作業と重複することを意図し

ていないことに留意することが重要である。その

代わりに，DTG は，デジタル時代における法定計

量の役割及び課題を戦略的に議論するために必要な 
語彙について，既存の作業を要約し，補完すること

を目的としている。 
OI M Lの出版物には、用語や語彙に関する既存

の出典 がいくつかある： 
01M LV1/nternational ocabu layoftermsin legalmetrolo 
(VI M L）； 
0l M LG18a lps abeticallistofterinsdefinedin OIIVILR econiinen dation st 
そして 

01ML D31ソフトベアコントロール測定器の主な要件 
エンツ 

 
 
 

' hltps://www.gartner.com/en/information-technology/glossary 
 
 
 

 
 

OIMLセミナーを紹介するサスタ・アイヒシュ
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デジタル "に関連する用語に関しては，既存の 

01M L 作業は，基本的に法定計量の領域で調査され る
製品及びサービスの技術を対象としている。例えば，

"デジタルデータ処理装置"，"デジタル表示 "又は "
デジタル指示 "である。 

この例外はOIM L D 31であり、PGのトピックの

ため、デジタル技術に関連する用語をより広範囲にカ

バーしている。すなわち，D 31の語彙リストには，

"監査証跡"，"暗号証明書 "又は "データ領域 "など

の用語が含まれている。 
もう一つの例外は、C0FlD後の世界におけるオン

ライン/教育/CEEMS活動の利用に関する新しいOIM L
ガイド23ガイドである。このガイドでは、「eラーニ

ング」や「オンライン・テクノロジー」などの用語

を紹介しているが、OIM Lの出版物では通常、他の語彙

に与えられているような簡潔な定義は提供されていない。

さらに、本ガイドはその第 8 章で、「デジタル化」、

「デジタル変成器」、「デジタル化」、「デジ タ
ル・アジェンダ」などの用語は OIM L 内で定義されて

おらず、それらの正確な意味について はコンセンサ

スすら存在しないと明言している。 
DTGは、ガートナー社の定義をその方向性と

出発点とすることを決定した。しかし，特に "デジ

タル変成 "の定義については，さらなる調査と法定計

量からの具体的なユース ケース例が必要である。変

成器」とは，物理的（すなわちアナログ）ステップをデ

ジタルステップに置き換えることによって，エンド

ツーエンドのデジタルプロセスに向かって進化

している法定計量におけるプロセスを指すこと

がある。また，"変成器 "という用語は，何らかの方

法でより良い取扱いを可能にするための技術又は プロセ

スの変更を指す場合もある。このトランスフォーメ

ーションには、必ずしも最終的な状態が定義され

ているわけではないことに注意することが重要で

ある。その代わり，計量サービスをさらに良くする

ための促進要因と見なされる新しい（デジ タル）

技術の継続的な採用が含まれる」2。 
法定計量におけるデジタル化は，品質インフラス

トラクチャにおけるより広範なデジタル変成器の 
不可欠な部分である。法定計量におけるプロセスは，

計測規格，認定，適合性評価，市場調査及び標準化に

依存している。したがって，法定計量におけるデジタ

ル化は，その他の品質インフラストラクチャにおけ

るデジタル化と密接に関連している。同時に，産業

及び経済は急速に進歩しており，その結果，品質インフ

ラストラクチャに課題が生じ ている。さらに，デジタ

ル時代における顧客及びエンドユーザーからの期待は，

 I 情報及びプロセスが合理的な方法でデジタル技術を

活用し，顧客の利益となることである。品質インフラ

が取り組むべきトピックの例をいくつか挙げると、

以下のようになる： 

 
 

 

' OIML機関誌第LXII巻第3号への論説 
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「新しいデジタルサービスを支え

る大量のデータソースと、人工

知能や機械学習を基本量とする

データ分析の新しいアプロー

チ； 
モノのインターネット」（IoT）

のように、相互に接続され、用

途が広く、多くの場合安価な

センサーが、いわゆるセンサーネ

ットワークに組み合わされる。 
アディティブ・マニュファクチャ

リング（積層造形）のような、

製造事業者にとっ て根本的に新し
いアプローチ。 

2022年、国際度量衡委員会（CI 
PM）の「SIデジタル枠組み」タス

クグループは、国際度量衡局（BI 
PM）とともに「国際科学・品質イ

ンフラにおけるデジタル変成に関す

る共同意向声明」3 を開始し、現在

OI ML4 を含む10の国際機関が署名し

ている。この声明は，デジタルの世

界のための国際単位系（SI）の実施

と更なる発展において協力し，より

広範なデジタ ル変革においても協

力することを約束するものである。

OIM L DTG の役割は，共同意向

声明を  OIM L のための具体的勧告

と行動に翻訳することである。 
 

 
2 法律学に関するワー

クショップ、セミナ

ー、会議 

 
2023 年，OIM L DTG は，法定計

量及び OIM L のデジタル化に関連す

る事項に関する活動及びアイデアを検 
討，促進及び支援する使命の一環

として，法定計量に関するいくつ

かのワークショップ， セミナー及び

会議を開催し，貢献した。 
このセミナーには、多数のOIM L

加盟国、通信会員、その他の主要利害

関係者から100名以上が参加した。こ

のイベントの核心となったのは、メ

トロオジーの分野で新技術とデジ

タル・ソリューションが発展する

につれ、デジタル時代に向かうに

つれてOIM Lの立場が一層重要にな

るという認識であった。それゆえ、OIM Lの活動の中

核をなすもの、すなわち推奨事項の作成は、OIM Lの重

要な役割のひとつである。 
 

 

' https://www.bipm.org/en/liaison/digital-transformation 
4 https://www.oiml.org/en/about/joint-declarations 

http://www.bipm.org/en/liaison/digital-transformation
http://www.oiml.org/en/about/joint-declarations
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ブレイクオット・ディスカッションでは、セミナー参加者が3つの基本的な疑問について議論した。 
 
 
 

計量器の完全性及び消費者及び業界の正確さに対す

る信頼を維持する上で、規格（「標準」）及び その

他の出版物は、より一層重要になってきている。 
セミナーでは，01ML が関与するすべての分野の専

門家が一堂に会し，法定計量におけるデジタ ル変成

の基礎及びそれに対応する OIM L が果たすべき役割

について議論し，確立した。つの基調講演では、デ

ジタル化の具体的な側面が紹介された： 

x ISOのRoberta Gerasymchukによる基調講演では、

規格における機械可読情報と標準化におけるデ

ジタ ル化の役割が取り上げられた。 
基調講演の2つ目は、EUROL ABのローラ・マーテ

ィン氏によるもので、デジタル化に関する研究所

の見解を述べ、証明書の封印規定におけるブロッ

クチェーン技術の利用を紹介した。 

分科会では、セミナー参加者が3つの基本的な疑

問について話し合った： 

1) 法定計量にとって，デジタル化によってどのよう

な利点と機会が期待できるか。 

2) 法定計量におけるデジタル化を支援する組織と

して，M L に何を期待するか。 
3) デジタル化における地域や国の取り組みから、

01M Lはどのような恩恵を受けることができるの

か？ 

セミナーの第3部では、01M Lの4つの柱の異な

る視点から、これらの議論を取り上げ、  ： 

x技術的な仕事； 
x OIM L 証明書制度（OI M L-CS）； 
エマージング・メトロロジー・システム（CEEM S）
を導入している国と経済圏（CEEM S）における活

動。 
国際協力 国際協力 国際協力 地

域 法定計量組織（RLM 0s）との国際

協力。 

以下では、分科会での議論の成果に焦点を当てる。

各セクションでは、上記の3つの基本的な質問に

関するセミナー出席者のアイデアと発見を紹介

し、議論する。法定計量におけるデジタル化のロ

ードマップと 01M L の将来の役割の策定を視野
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C H I A N G M A I  

0 M L B u r R ETI N V 0 L U M E L X V ' N 0 M B E R 1 ' JA x U A RY 2024 

 

 

3 法定計量におけるデジタル

化の利点と機会 

 
デジタル時代は、私たちの生活のあらゆる側面に前例
のない変化をもたらしたが、法定計量も例外ではない。
デジタル化が法定計量にもたらす正確さ，効率，及び
アクセシビリティの潜在的な進歩を考 えてみよう。
原則的には，既存の技術によって，すべての国や経
済が，洞察力の向上や，製品やサー ビスに対する一
般的な信用と信頼のために，これらの進歩を活用す
ることが可能になる。しかし，可能性のリストはほと
んど無限であり，ガイダンスと協力が極めて重要であ
る。OIML DTG は、OIML 内でプロジェクトを開
始し、他の組織との協力を確立し、CIML への勧告
を準備することで、これを支援すると考えられて
いる。分科会グループ討論では，近い将来の法定計
量に対する主要な機会についての期待を検討し，
DTG がど こに焦点を当てるべきかを議論することが
重要であった。 

メリットと機会に関するセミナーの討議結果は、
以下のように分類できる： 
xコスト削減と効果の向上； 
法定計量における新しいサービスとプロセス。 

出席者たちは、文書やプロセスを紙からデジタル化
することで、コスト削減のチャンスがあると考えた。
これにより、認可や検査のスピードアップ、リアル
タイムでのコミュニケーション、校正や試験の自動化
が可能になる。手順全体をデジタル化し、統
一されたデジタルツールを導入することで、情報を
手入力する必要がなくなるため、ヒューマンエラーを
減らすこともできる。さらに，デジタルプロセス，文
書化及びプラットフォームの使用は，  ，消費者保護
を改善し，より客観性と公平性をもたらし，それ
によって法定計量における有効性を高めることがで
きる。 

法定計量プロセスの有効性は，認可，検査及び検定
のための情報及びデータへのアクセス及び洞 察を
改善することによって高めることができる。セミナ
ーの出席者は，サービスへのアクセス向上と効率的な
プロセスのために組織間でデータを共有することに言
及した。データ及び情報への適切なアクセスによって，
より高い透明性，法定計量監督下にある装置へのさ
ら なる洞察が可能になり，インテリジェントソフト
ウェアツールの申請が可能になる可能性がある。サ
イバーセキュリティとプライバシーは常に重要な問題で
あるが、出席者は、適切なセキュリティ対策が講じら
れていれば、デジタルデータは詐欺や悪用に対して紙
よりも効果的に封印できると主張した。デジタル情報
に対する効果的な洞察は 

機械式情報の使用、メタデータによるデータ記録の

充実、履歴データや影響因子の組み込みなどの拡

張情報の規定によって可能になる。 
ビジネスモデルを変えるためのデジタル技術の使用」

（ガートナー社）としてのデジタル化も、セミナー出

席者によって議論された。デジタル技術は、遠隔試験

や検定を可能にするために使用することができ、法定計

量における新しいタイプのサービスやプロセスにつなが

る。例えば、遠隔試験は管理負担や移動時間の軽減

に役立ち、法定計量サービスをより効率的にするこ

とができる。リモート 01M L ラボラトリー」は、こ

のようなデジタル技術から生まれる可能性のある新し

いビジネ スモデルである。 
法定計量サービスのユーザーは、電子決済やデ

ジタル証明書／報告書などのデジタルソリューショ

ンを期待している。01M L にとって，これらの技術

は，人工知能，ソフトウェア制御及び共同作業の申請

に新たな可 能性を提供する可能性がある。いくつかの

使用例と試験的開発では，情報へのアクセスは，一意の 
I D と QR コードを介してすでに提供されている。 

全体として，セミナー出席者は，デジタル技術

の潜在的な申請分野を幅広く検討し，このトピッ 
クの複雑さを示した：機械式規格，情報ポータル

とプラットフォーム，プロセスの自動化，検定 のた

めのブロックチェーンをベースとしたデータベース，

遠隔試験，e-ラーニングプラットフォーム，デジ タ
ル製品パスポート。一般的な法定計量，特に 01M 
L の課題は，規制，試験所，技術検定を要求事項や

画期的な変更で圧倒するこ となく，技術革新を支援

できるように，これらのテーマに優先順位を付ける

ことである。 
 
 

4 リスクと課題 

 
すべての潜在的な利益と機会を念頭に置きながら、

さまざまなリスクと課題を無視してはならない。

セミナーの出席者に見られた一般的な課題は、製

品の技術的進歩と法定計量における能力との間に広が

るギャップをどう扱うかということであった。「デ

ジタル変成器の課題について議論する際によく聞か

れる質問である。計測器メーカーを含むいくつかの

企業は、プログラミング、情報技術、データサイエンス

などのデジタルスキルを取り入れるために、従業員

の変成器に着手している。これらのスキルセットは、

法定計量組織内ではまだ同じスピードで開発されてい

ない。そのため、知識、経験、能力の格差が拡大して

いる。 
デジタル 変成器 これには 依存

 への依存も含まれる。 
情報技術である。その範囲は、基本的なものから 
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10の分科会におけるブレーンストーミングの結果は、https://app.tonteptboard.tom/board/ufya-

5ii6-2n19-b9ti-tqgb。 

 

信頼性の高い電力供給、ソフトウェアの両立性、イ

ンターネット接続の品質などである。さらに、デジタ

ル化への取り組みを計画する際には、ソフトウェアの

保守費用やライセンス料も考慮する必要がある。これ

らの課題は、特に中小企業や新興企業にとっては、

圧倒的に大きなハードルになりかねない。 
法定計量は，製品及びサービスの品質に対する信頼

と信用の象徴である。デジタル化は，これらの側面を

維持するための新たな課題を提起する。組織は，サイバ

ーセキュリティリスクとプライバシーの懸念に対処

するための適切な能力と計測を備える必要がある。セ

ミナーの出席者はまた、検定当局とエンドユーザーの

間で、例えば電子署名を広く受け入れるための能力と

理解を深める必要性を強く感じていた。 
01M Lの場合，これらの課題は，大国だけでな

く小国や新興国にも等しく適合する，法定計量にお

けるデジ タル化の全体的なアプローチを形成する

ために，総合的に検討する必要がある。 
 
 

5 組織としてのOIMLからの支援に対

する 期待 
 

セミナーの参加者は、OIM Lがデジタルの国際的な

「センター・オブ・エクセレンス」になることを構

想していた。 

法定計量におけるトランスフォーメーション，

及び関連トピックに関する公認の情報ハブとし

ての役割を果たす。01M L のこの先見的な役割を

達成するため，セミナー出席者は，さまざまな種類の

研修，共同研究， ネットワーク活動を検討した。 
法定計量におけるデジタル化に関連するトピック

に関する研修資料を開発し規定することで， 法定計

量機関，規則及び検定当局は，OI M L 内の専門家の結

合した専門知識と経験から利益を 得ることができる。

この資料は，技術能力開発プログラム，研修活動

及びワークショップと組み合わせるこ とができる。

全体として，セミナー出席者は，誰一人取り残さない

こと，及び OIML がすべての利害関係者の ニーズを

満たすことの要求事項を強調した。 
OIM L の研修資料には，意識を高めるための将来

のデジタル技術に関する洞察だけでなく，デジ タ
ル技術を既存のワークフロー及びシステムに統合

するためのガイドラインも含めるべきである。セミ

ナー出席者は，法定計量における一般的なデジタル

文化を促進するために，すべての柱及び利害 関係者を

横断するコミュニケーションの重要性を指摘した。

ワークショップ，研修，e-ラーニングに加えて，計

量におけるデジタル化の分野の出版物，ベストプラ

ク ティス，理解しやすい実践的な例などをコミュニ

ケーション資料に含めることができる。したがっ

て，OIM L の加盟機関全体にわたるデジタル成熟度に

関するコミュニケーション計 画及び調査は，適切
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01ML の技術的作業が法定計量における国際調和

の基本的支柱を構成していることから，セミナーの

申請者 は，この方向でのさらなる進展が新たな申請分

野及び種類の計測を支援することに貢献すると考えた。

共通の "Digital VIM "語彙の開発，法定計量システムの

デジタル化のための規格の設定，整合化活動の調整

などが議論され，アイデアが出された。整合化とは，

すべての技術的側面が「同一」であることを要求

するのではなく，  要件を確立し，相互運用性の

規格を設定することも意味することがよく指摘

された。さらに、ハーモナイゼーションの側面は、

OIM L の柱と活動内のコミュニケーションと計画に

常に考慮される べきである。例えば，地域法定計

量機関ラウンドテーブル（RLM 0 RT）の会議で発表

される開発及び活動は，国 際的な相互運用性及び両立

性を可能にするための潜在的な整合化の必要性を考慮

することができる。このように，01M L は，連絡及び

協力のハブとしての役割を果たすことができる。 
基調講演で Roberta Gerasymchuk が発表した "ス

マート規格 "のような機械可読文書の開発と同様に、

セミナー出席者 は、"スマート OIM L 勧告 "の開発を

促進する絶好の機会に気づいた。したがって、OIM 
L 技術委員会（TC）は、機械式コンテンツを作成し、

OIM L が提供するすべてのものを機械式に読めるように

移行するよう指導されるべきである。明示的に言及

した二つの申請例として，OIM L 勧告を参照するデジ

タル試験結果の支援及び促進，並びに法定計量 及び

検定のより効率的なプロセスを可能にするための 01M L 
出版物へのデジタル情報管理の組み込みが挙げ られる。 

BIPMは、そのすべてのサービスと「製品」をデ

ジタル化し、機械式に読めるように移行することを計

画している。セミナー出席者は、OIM Lについても同様

の計画があると見ており、01M Lが対応するインフラ

構造とデジタルプロセスを提供することを期待した。

特に，自動検定及び試験のための認可計装，試験結果

及び認証書の真正性などに関する情報の規定は， 法定

計量におけるデジタル化を促進するために大きな利益

があると考えられた。既存の OIM L-CS は，そのよ

うな開発の有効な出発点になる可能性がある。例

えば，01M L-CS は，機械式読み取り可能な電子署名

の追加属性として提供することができる。OIM L-
CS サービス（又はアプリ）は，個々の計装が関連す

る 01M L 勧告及び基礎となる OIM L-CS 証明書に

準拠しているかどうかをチェックすることができる。

このようにして，自動検定及び試験が可能になり，

法定計量のより効率的で効果的なプロセスにつながる可

能 性がある。 

6 OIMLと地域機関との協力関係

の促進 

 
法定計量におけるデジタル化に取り組む国及び地域の

イニシアティブの数が増えている。これらのイニシ

アティブの基本原則及び一般的動機には，多くの共

通点がある。これは，協力，相互開発及び専門知識

の共有のためのいくつかの機会を提供する。OIM L 
は，適切な経路及び形式が特定されれば，これら

のイニシアティブから実質的な恩恵を 受けること

ができる。セミナーの出席者は、OI MLがどのように

恩恵を受けるかについて、いくつかのアイデアを話し

合った。基本的に、3つの分野が挙げられた： 

x 積極的な知識の共有； 
パートナーシップの強化、デジ

タル技術の活用。 

知識と経験の共有は、いくつかの要素に基づくこと 

ができる： 

OIM L 内の国内および地域ワークショップを推進す

る； 
x OIM L ウェビナーおよびセミナーの開催 x 研修資

料およびケーススタディの規定。 

したがって、これらの活動は、セミナー出席者が

OIM Lに期待するコミュニケーション及び研修の取り

組みと多くの共通点がある。01M L は，法定計量実務の

専門知識，経験及び事例をまとめるという独自の国際

的役割を担っている。この役割は，意識を高め，理

解を深め，法定計量のデジタル化において国際的

に受け入れられたグッドプラク ティスを可能にす

るために強化されることが望ましい。したがって，

01M L は，その加盟国間の既存の地域的及び国家的

活動を統合し，ベストプラク ティスを収集し，必要に

応じて相談できる専門家のプールを確立することがで

きる。 
OIMLの重要な任務は、他の組織との国際的なパー

トナーシップを育み、維持することである。 
品質インフラストラクチャーのセミナー出席者は

このことを認識し、品質インフラのデジタル化に関し

て、OIM Lがさらに重要な国際的プレーヤーになる

ことを構想した。出席者は、省庁や政策立案者にデジ

タル化に関連する側面を推進し、RLM 0s に関与し協

力し、様々な利害関係者の意識を高めることが 01M 
L の役割であると指摘した。特に、CIPM との連携

は、共同意向書と新たに設立された CIPM フォーラ

ム「計測とデジタル化」に基づき、さらに強化され

る可能性がある。 
しかし、01M Lは、CIM Lや加盟国の専門家など、

既存のつながりを活用することで、すべての活動を支
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デジタル化における会員たち。これには，OIML 自
体及び RLM0s 内の様々な情報及び議論の場を接続
するための既存技術の近代化が要求事項 となる可能
性がある。最初の一歩は，国際計量全体にわたるすべ
ての相互作用，技術的作業及び協力にデジタル化の側
面を 確立することであろう。この情報を適切に集約
するための適切な技術とともに，地域の資源及び経験
の取り込み及び利用を 容易にする洞察が提供される可
能性がある。プロセスとしてのデジタル化は，必ずし
も他の開発プロセスに従うものではないことは注目に
値する。すなわち，ある国家は，新しいデジタル技 
術の取り込み及び実施において，発展から飛躍する可
能性がある。特に，新興計量システム（CEEMS）
を持つ国及び経済は，このようなデジタル化の段
階を迂回する ことから利益を得るであろう。さら
に，自動化及びデジタル化への小規模組織の移行は，
確立された様々なレガシーシステム及びワークフ ロー
をもつ大規模組織よりも容易である可能性がある。 

 
 

7 結論と展望 

 
01M Lセミナーは，法定計量におけるデジタル

化のテーマについて大きな関心と意欲を示した。

出席者は，デジタル技術が法定計量システムに適

切に導入され，組み込まれることを前提に， 明
確な利点と機会を見出した。しかしながら，OIM 
L 加盟国全体でデジタル成熟度及びリテラシーに

幅があることが重要な課題 であることが判明した。

法定計量を対象とした容易にアプローチできる研修及

びガイダンス資料の欠如は，特に小規 模で新興の組

織にとって深刻なハードルであると考えられた。統合

デジタル技術の量が急速に増加する中で，技術はます

ます速いペースで進歩している。法定計量に対する製

造事業者，政策立案者及び最終使用者の期待は，次の

とおりである。 

製品とサービスの品質と安全性に対する確立された

信頼レベルを維持しながら、デジタル技術の革新

を支援する。 
OIM LのDTGは01M L内のハブとして機能し、

専門家を集め、外部のパートナー組織と協力する。

したがって、DTG自体がセミナーで議論されたすべて

のアイデアを開発し、実施することはできない。し

かし、DTGは新しい活動を開始し、作業の優先順位

を決め、協力関係を確立することで、セミナーから

ニーズ、要求事項、アイデアを拾い上げていく。 
過去、DTGは様々なイベントに参加してきた。 

ワークショップ、ウェビナー、会議、ミーティングなど

である。セミナー "デジタル時代における 01M L 
の将来 "の成果に基づいて，これらの活動は，

OIM L 内からのニーズ及びアイデアを OIM L のす

べての加盟組織及びパートナーに伝えるために増

加させる。DTG は，法定計量におけるデジタル化

に関する e ラーニング教材の開発を組織する分科

委員会を設 置する。この活動は，BI M L，CEEMS
諮問部会（CEEMS諮問部会）及びRLM0の専門家と緊

密に協力して実施する。さらに，DTG は，法定計

量システムのデジタル変成に関する開発及びアイ

デアを共有し，議論するた めのウェビナーシリー

ズを開催する。 
2022年、DTGは01M Lの技術作業を機械式勧告、

試験報告書、その他の出版物へと進展させるための

勧告を作成する分科委員会を設立した。この作業は

継続され、01M L TC 1 Term inolo 及び OIM L-CS と
協力する DTG の努力と組み合わされる。 及び 

OIM L-CS と連携する DTG の取り組みと組み合わ

せて継続する。これらの協力関係は、CEEMSやRLM 
0sとのパートナーシップと同様に、DTGと01M Lのデ

ジタル化の旅にとって重要な柱である。DTGの役割

は、コラボレーションを支援し、知識を共有し、

OI M Lの全メンバーと利害関係者のために勧告を共同

開発することであり、その結果、次のような世界的な

進歩が可能になると考えている。 
デジタル化。 
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